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令和７年度  事業計画 及び 予算の概要について

○地方公共団体の数（令和７年度末推計）
市 町 村 一部事務組合等 計
12 15 12 29 68 〔－2〕

� ※〔　　〕内は前年度予算対比を表す。

　令和７年２月25日（火）、「奈良県社会福祉総合センター」にお
いて第176回組合会が開催されました。
　議第３号の令和７年度事業計画及び予算（案）の議決が行われた�
ほか、各議案とも慎重な審議が行われ原案どおり議決されました。

第176回 組合会が開催されました�

令和７年度事業計画及び予算は下表をもとに計上しており、各経理の概要は次頁以降をご覧ください。

第176 回
組 合 会

日程第１　選第１号 学識経験を有する者のうちから選挙する監事の選挙について
日程第２　議第１号 令和６年度変更事業計画及び予算（案）について
日程第３　議第２号 奈良県市町村職員共済組合定款の一部を変更（案）することについて
日程第４　議第３号 令和７年度事業計画及び予算（案）について
日程第５　報第１号 奈良県市町村職員共済組合運営規則の一部変更の報告と承認について
日程第６　報第２号 奈良県市町村職員共済組合貸付規則の一部変更の報告と承認について

令和７年度 

事業計画・予算の基礎数値

○標準報酬月額・標準期末手当等と掛金・負担金との割合 （単位：‰）

� 財源率

組合員種別
短期 介護 調整

負担金
公的�
負担金

厚生年金保険
基礎年金
拠出金に�
係る公的�
負担金

退職等年金 経過的�
長期�
負担金

保健

掛金 負担金 掛金 負担金 掛金 負担金 掛金 負担金 掛金 負担金
市 町 村 長

52.02 52.02 8.58 8.58 0.10 0.87 91.50 91.50 41.50 7.50 7.50 0.0939 1.90 1.90 

特 別 職
一 般 職
短 期 組 合 員
特 定 消 防
専 従 職 員

（経過的長期負担金を除く）

長 期 組 合 員 2.52 2.52 ― ― ― 0.87 ― ― ― 7.50 7.50 0.0939 1.90 1.90 
継 続 長 期 ― ― ― ― ― ― 91.50 91.50 41.50 7.50 7.50 0.0939 ― ―
任 意 継 続 104.04 ― 17.16 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

○組合員数・被扶養者数・標準報酬の月額・標準期末手当等の額（令和７年度末推計）
（単位：人） （単位：千円）

組合員種別 組合員数 被扶養者数 標準報酬の月額 標準期末手当等の額
組合員1人当たり 長　期 短　期 長　期 短　期

合計 20,448 14,412 0.70 5,895,988 6,774,405 23,083,769 26,121,428
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収支状況等について（見込）　＜令和７年度＞

この経理は、短期給付事業（医療給付や各種給付金などの医療
保険制度）と介護保険料徴収に係る経理です｡
令和７年度は、収入において主に財源率引き下げに伴う掛金負

担金の減少により減となり、支出において給付金や後期高齢者納付金の増加や連合会返還金により増を見込
んでおりますが、当期利益金を生ずる見込みです。その内訳としては、短期部分で当期短期利益金132,581千円、
介護部分で68,858千円が生ずる見込みで、短期部分では欠損金補てん積立金へ充当し、なお利益金を生ずる
ことから短期積立金へ積み立てることになります。介護部分では介護積立金へ積み立てることになります。

○短期経理収支内訳	　当期短期利益金 132,581千円　　当期介護利益金 68,858千円

短期給付事業に係る財源率のうち、高齢者医療制度に対する
拠出金に必要な財源率（特定保険料率）は、右の表のとおりです。

定款上の短期財源率�
（所要財源率） 104.04‰

前期高齢者納付金 13.19‰

後期高齢者支援金 22.77‰

合　　　　　計 35.96‰

　特定保険料率は、組合員の皆さんに高齢者医療制度への支援について
理解を深めていただくため、周知することとされています。�
� （奈良県市町村職員共済組合定款第40条第2項）

特定保険料率に相当する財源率について

短 期 経 理

予 算

この経理は､ 厚生年金に係る保険料を徴収し､ 全国市町村職員
共済組合連合会（以下､ ｢市町村連合会｣ という｡）へ払込みを行
う経理です｡

収入は全て市町村連合会へ支出として払込むため損益は生じないこととなります｡
	 収入	 21,148,367千円　（負担金　12,828,867千円　・　組合員保険料　8,319,500千円）
	 支出	 21,148,367千円　（負担金払込金　12,828,867千円　・　組合員保険料払込金　8,319,500千円）

厚生年金保険経理

予 算

この経理は､ 退職等年金給付（いわゆる ｢新三階｣）に係る所
属所からの負担金･掛金の徴収を行い､ 市町村連合会へ払込みを
行う経理です｡

収入は全て市町村連合会へ支出として払込むため損益は生じないこととなります｡
	 収入	 1,365,044千円　（負担金　682,522千円　・　掛金　682,522千円）
	 支出	 1,365,044千円　（負担金払込金　682,522千円　・　掛金払込金　682,522千円）

退職等年金経理

予 算

業務経理への繰入・その他
181,549 千円

収入 14,238,661 千円 短期負担金（調整負担金含む） 5,531,425 千円 短期掛金（任継含む） 5,563,331 千円

前年度繰越支払準備金 1,004,855 千円
補助金等収入（調整交付金等）955,452 千円

介護負担金 585,505 千円

介護掛金（任継含む） 592,279 千円 その他 5,814 千円

当期介護利益金 
68,858 千円

当期短期利益金 
132,581 千円

支出 14,037,222 千円 給付金（一部負担金払戻金含む） 7,124,399 千円

前期高齢者納付金・後期高齢者支援金等・退職者給付拠出金
 3,798,265 千円

連合会払込金・拠出金等 773,221 千円
介護納付金 1,107,755 千円次年度繰越支払準備金 1,052,033 千円

業務経理への繰入・その他
181,549 千円

収入 14,238,661 千円 短期負担金（調整負担金含む） 5,531,425 千円 短期掛金（任継含む） 5,563,331 千円

前年度繰越支払準備金 1,004,855 千円
補助金等収入（調整交付金等）955,452 千円

介護負担金 585,505 千円

介護掛金（任継含む） 592,279 千円 その他 5,814 千円

当期介護利益金 
68,858 千円

当期短期利益金 
132,581 千円

支出 14,037,222 千円 給付金（一部負担金払戻金含む） 7,124,399 千円

前期高齢者納付金・後期高齢者支援金等・退職者給付拠出金
 3,798,265 千円

連合会払込金・拠出金等 773,221 千円
介護納付金 1,107,755 千円次年度繰越支払準備金 1,052,033 千円
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この経理は、主に旧職域年金部分への給付､ 既裁定の公務障害
･遺族年金等に係る所属所からの負担金の徴収を行い､ 市町村連
合会へ払込みを行う経理です｡

収入は全て市町村連合会へ支出として払込むため損益は生じないこととなります。
	 収入	 85,318千円　（負担金　85,318千円）
	 支出	 85,318千円　（負担金払込金　85,318千円）

経過的長期経理

予 算

負担金 198,094 千円

連合会交付金 70,751 千円 利息及び配当金・その他 
37,489 千円

支出 328,985 千円 職員給与 118,895 千円

旅費・事務費 3,577 千円

当期損失金 
22,651 千円

事務費負担金払込金 104,759 千円 その他 101,754 千円

収入 306,334 千円

この経理は、短期給付や長期給付に要する事務費､ 人件費等を
含む共済組合の全体的な経費を賄う経理です｡
令和７年度は、収入において事務費単価の引き上げによる負担

金の増により2,486千円の増、支出においては連合会分担金等の増および本組合と所属所間のオンライン化に
係る費用の増により25,227千円の増を見込むことにより、22,651千円の当期損失金を生ずる見込みです。

○業務経理収支内訳　　　　当期損失金 22,651千円

業 務 経 理

予 算

この経理は、組合員やその家族の福利厚生や健康保持･増進な
どを目的とした各種事業を行う経理です｡
令和７年度は、収入において主に掛金・負担金との増加により

15,876千円の増、支出においては厚生費、特定健康診査費の増加により47,214千円の増を見込み、33,180千円
の当期損失金を生ずる見込みです。

○保健経理収支内訳　　　　当期損失金 33,180千円

保 健 経 理

予 算

この経理は、貸付規則の変更に伴い､ 貸付金の財源が
組合の退職等年金預託金管理経理からの借入金とされた
ことにより設立された経理です｡

収入は全て市町村連合会へ払込むこととなるため損益は生じないこととなります。
	 収入	 8,073千円　（利息及び配当金　8,073千円）
	 支出	 8,073千円　（支払利息　8,073千円）

退職等年金預託金管理経理

予 算

この経理は、旧職域年金部分に係る積立金を原資とし
た市町村連合会からの預託金（縁故地方債など）の管理
･運用を行う経理です。

	 収入	 0千円　（利息及び配当金　0千円）
	 支出	 0千円　（支払利息　0千円）

経過的長期預託金管理経理

予 算
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この経理は、住宅建築等に係る資金が必要なときやご家族の入
学･修学にかかる費用が必要なときなどに､ 共済組合がその資金
を融資する（貸し付ける）ことにより､ 組合員の皆さんの生活の

安定を図ることを目的とした経理です｡
令和７年度は、収入において組合員貸付金の減少による貸付金利息の減少により1,556千円の減、支出にお
いても同様の理由による支払利息の減少により2,751千円の減を見込むことから、7,951千円の当期損失金を生
ずる見込みで、前年度から繰越す積立金より補てんします｡

支出 434,843 千円

収入 401,663 千円 掛金・負担金 400,830 千円

厚生費 312,249 千円

特定健康診査等費 29,122 千円

利息及び配当金・その他 833 千円

職員給与 31,781 千円 旅費・事務費
7,337 千円

当期損失金
33,180 千円

その他 54,354 千円

支出 1,117,258 千円

利息及び配当金 1,304,426 千円

支払利息 1,012,034 千円

その他 5,000 千円

職員給与 48,703 千円

旅費・事務費 11,802 千円 その他 44,719 千円

当期利益金 
192,168 千円

収入 1,309,426 千円

この経理は、貯金加入者の皆さんからお預かりしたお金を､ 安
全かつ効率的に運用することで収益を得て､ 利息として還元する
ことを目的とした経理です｡

令和７年度は、収入において組合員貯金の増加を見込んだことに
よる利息及び配当金の増加により92,438千円の増、支出においても
組合員貯金の増加による支払利息の増加により31,139千円の増を見
込み、192,168千円の当期利益金を生ずる見込みです｡
なお､ 厳しい金融情勢が続く中､ 資産運用にあたっては､ 投資銘
柄を十分精査し､ 安定的な収入の確保に努めてまいりますが、期中
においても運用益の状況を勘案して､ 支払利率の変更を適宜行うこ
とといたします。

○貯金の加入状況見込み （令和７年度末推計）
貯金額 93,473,127 千円
貯金者数 10,119 人

貯金者1人当たりの貯金額 9,237 千円
組合員加入率 49.61%
支払利率 年利　 1.10%

○貸付状況見込み （令和７年度末推計）
貸付件数 662 件
貸付金額 754,300 千円

支出　18,289 千円

収入　10,338 千円 組合員貸付金利息 10,285 千円

支払利息 8,073 千円

その他 53 千円

その他 3,766 千円

当期損失金 7,951千円

旅費・事務費 1,618 千円

職員給与 4,832 千円

○貯金経理収支内訳　　　　　当期利益金 192,168千円

○貸付経理収支内訳　　　　　当期損失金 7,951千円

貯 金 経 理

予 算

貸 付 経 理

予 算
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